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所 管 委 員 会 文教経済常任委員会 

提  出  課 教育総務課・学校教育課 

 

学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）の設置等の検討について 

 

１ 転入学生徒決定までの流れ 

（1）学校説明会 

（ア）日時・会場 

日時 会場 

令和 7 年 10 月 1 日（水）午後 6 時 45 分～午後 7 時 45 分 上越市教育プラザ 

令和 7 年 10 月 4 日（土）午後 6 時～午後 7 時 上越市教育プラザ 

令和 7 年 10 月 5 日（日）午前 10 時～午前 11 時 
ユートピアくびき

希望館 

 ※いずれの回もオンラインでの視聴を可能とした。 

（イ）参加者数  3 日間合計 36 組（対面 27 組、オンライン 9 組） 

（2）体験ＷＥＥＫ 

（ア）日程 

令和 7 年 10 月 20 日（月）から同月 31 日（金）まで（10 日間） 

（イ）参加児童生徒数  25 人 

（ウ）実施体制 

市教育委員会指導主事を中心に、上越教育大学教授や地域関係者の協力を得て 

実施した。 

（エ）主な活動内容 

・「国語」「算数・数学」「英語」の教科の要素を取り入れた学習活動 

・デジタル教材を活用した個別学習 

・タブレットを活用したプログラミング学習（上越教育大学教授） 

・二貫寺の森の自然環境を生かしたコミュニケーション活動や制作活動（地域関係

者） 

・炊事活動やコミュニケーション活動（上越教育大学教授） 

・トランポビクス、ニュースポーツ 

（オ）参加児童生徒の主な感想（参加児童生徒の記述を要約して記載） 

・初めは緊張したが、教職員の支援や仲間とのふれあい等により、安心して過ごせた

との声が複数あった。 

・友達と交流する機会を持てたことを嬉しく感じたという意見が多くあった。 

・教科学習や自然体験活動、コミュニケーション活動が充実しており、楽しさや達成

感、新鮮さを評価する声が複数あった。 
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（3）児童生徒・保護者・市教育委員会面談 

（ア）目的 

諏訪中学校への転入学に対する本人の意思や希望を確認するとともに、不安や 

懸念事項を共有し、転入学が最適な選択肢であるかを検討する。 

（イ）期日  令和 7 年 11 月 22 日（土） 

（ウ）面談実施児童生徒数   22 人 

（エ）面談内容 

○児童生徒 

・体験ＷＥＥＫの感想 

・諏訪中学校への転入学に対する本人の考えや気持ち 

・諏訪中学校でどのような学校生活を送りたいか 

・興味・関心のある教科・分野 

○保護者 

・転入学に対する保護者としての考え 

・子どもに期待する学校生活の在り方 

（4）転入学予定生徒数 ※令和 8 年 1 月 29 日時点の予定生徒数（単位：人） 

令和 8 年度時 男 女 合計 

1 年 3 4 7 

2 年 2 4 6 

3 年 3 4 7 

合計 8 12 20 

（5）次年度以降の転入学について 

次の①～⑤の手順を経て決定する。 

① 学校説明 

② 学習活動体験 

③ 児童生徒・保護者・市教育委員会面談 

④ 転入学の検討 

⑤ 保護者・在籍学校・市教育委員会・諏訪中学校職員の面談 

※年度途中も、希望に応じて適宜受入れに対応する。 

２ 学校生活 

（1）学校行事 

教育活動を進めていく中で、生徒の意見を尊重し、話し合いながら計画・実施する。

そのため、年度途中で活動内容を追加・変更する。儀式的行事については、生徒の実

態に配慮し、負担を軽減した形で無理のない参加ができるように工夫して行うことと

する。 

・地域や上越教育大学の協力を得ながら、生徒が楽しめる活動 

・上越教育大学との連携や市内教育関連施設での体験活動 

・転入学セレモニー、卒業セレモニー 
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（2）スクールバス 

スクールバスは、直江津駅、春日山駅及び高田駅を乗降場所とし、学校との間で送

迎する。運行時刻は、諏訪中学校の始業・終業時刻や電車の運行時刻を考慮して編成

する。 

（3）昼食 

・「家庭から持参する弁当」又は「業者弁当」のいずれかを各家庭が選択する。 

・「業者弁当」については、市内複数業者に保護者が直接注文する。 

（4）保護者との連携 

（ア）定期保護者面談 

おおむね 2 か月に 1 回程度の定期的な保護者面談を実施する。また、生徒や保護

者の状況や要望に応じて、随時面談や相談を行う。あわせて、日常的に生徒の状況

についてこまめな情報共有を行う。 

（イ）保護者同士や教職員との交流・連携 

保護者が安心して情報共有できる機会の設定を工夫する。 

（5）地域との関わり 

地域でのボランティア体験、地域行事への参加など、地域との協働を重視した多様

な学習機会を設定する。これらの取組を通じて、生徒が多様な人々と関わりながら社

会性を育み、自己肯定感を高められるよう支援する。 

（6）教職員体制 

・校長 1 名（雄志中学校長が兼任する。） 

・教頭 1 名 

・教諭 6 名 

※養護教諭及び事務職員について、県教育委員会に対し配置を要望している。 

３ 今後のスケジュール 

令和 8 年 3 月 27 日  

下旬  

転入学説明会・学校見学会 

配置教職員研修 

    4 月 1 日  

7 日  

10 日  

 

 

 

 

14 日  

17 日  

開校 

転入学前保護者面談（希望者）※4 月 9 日まで 

諏訪中学校内覧会 

・出席者：市長、教育長、上越市議会議長、上越市議会文教経

済常任委員、上越教育事務所長、教育委員、学校運

営協議会委員、小中学校校長会長、諏訪地区町内会

長連絡協議会委員等（予定） 

登校開始 

転入学セレモニー 

・出席者：生徒、保護者、教職員、教育委員会担当者 

 


